
　平成24年7月18日、19日の2日間にわたり、臨時議

会が開かれました。

　災害廃棄物に係る安全性調査経費や災害廃棄物受入

れ・搬送等の経費、処理関連経費などの東日本大震災に

おける震災ガレキの受入れに関わる補正予算として、一

般会計約8億5千万円、特別会計9千5百万円がそれぞ

れ計上されました。

　さらに、市からは、宮城県石巻市からのガレキ受入れ

に関する手順、運搬体制の説明などが行われました。

　代表質疑では、市に対してガレキ受入れのスケジュー

ル、運搬ルートなどの細やかな説明を求めました。これ

まで、市はガレキの運搬方法について、フレコンバック

という袋状のものに詰めて輸送すると説明してきまし

たが、今回、上部が取り外せる特殊な20フィートコンテ

ナを利用することにより、より安全性が向上し、輸送の

効率化等に伴うコストの削減も図られるとの説明もあ

りました。

　また、コンテナ毎にタグをつける（いわゆるトレーサ

ビリティ）ことによる安全確保の徹底や、コンテナ1つ

に対して放射線測定機で4箇所の計測を義務づけ、その

結果についてはインターネットなどを通して迅速に公

表するとの事です。

　一方、これまで住民説明会や市民説明会などを計600

回、2万4千名に対して行ってきたことも説明されました。

　広域処理の必要性については、「宮城県内で処理が可

能であり、広域処理の必要性がない」とする旨の報道が

一部で行われたことに対して、議員から説明を求めまし

た。これに対して市は、宮城県議会議長が本市を訪れた

際に「一刻も早いガレキの処理を行うためには広域処理

を求めていく方針について何ら変わりない」と宮城県側

から再要請があったことを説明しました。

　

　心配される風評被害対策については、6月の定例会で

も私たちの会派から、本市の漁業・農業に対して万全の

対策を期するよう要望を行いました。今議会でも各会

派からそれぞれ質問・意見が出され、市からは、風評被害

対策は国が責任を持って行なうべきものであるが、本市

としても、「風評被害防止対策室」を設置し、「風評被害防

止ローラー作戦」の実施や「風評被害防止ネットワーク」

の構築、農水産物の放射能濃度の測定を行う「モニタリ

ング検査」の実施をはじめ、地産地消を推進するため

『（仮称）北九州「海の幸」「山の幸」を愛する会』を発足さ

せるなど、国任せにせず、市が主体性を持って万全を期

してその対策に取り組む方針が示されました。

東日本大震災 ガレキ受け入れに関する補正予算を可決
平成24年7月　臨時議会平成24年7月　臨時議会

仮置き場に高く積まれた震災ガレキ（石巻市/平成24年4月視察時に撮影）
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電力不足が心配されています。節電にご協力を！！

今夏の需給見通し

7月

1,634

1,560

8月

1,634

1,574

9月上旬

1,583

1,510

時間最大電力

供給力

＜節電にご協力いただきたい期間＞
7月2日（月）から9月7日（金）の平日（お盆期間を除く）

（※九州電力株式会社　今夏の需給見通しおよび節電へのご協力のお願いについて　より抜粋）

（単位：万kw）

一昨年並みの猛暑となった場合、昨年並みの節電を見込んだとしても、７月〜９月

上旬にかけて、供給力が不足する見通しです。

■7月2日（月）から9月7日（金）の平日（8月13日～15日は除く）の9時
　から20時について「昨夏並みまたはそれ以上」の可能な範囲での節電をお願い
　致します。
■このうち13時から17時（ピーク時間帯）については「昨夏からさらに3％程
　度以上（昨夏の節電実績7％程度を含めると、一昨年からは10％程度以上）」
　の節電にご協力をお願いいたします。
　また、上記期間・時間帯以外につきましても、皆さまの生活に支障のない範囲
　での節電に、引き続きご協力をお願いいたします。

《節電のお願い（九州電力ホームページから抜粋）》

「緊急時の節電ご協力お願いメール」への登録のお願い

（※使用率：当日の予想最大電力／当日の最大供給力×100）

　電力需給状況が「大変厳しい」（使用率※が97％を超える場合）見通しとなった場合、
お客様の携帯電話に「緊急時節電のご協力お願いメール」を配信させていただきます。

① 節電いただきたい時間の直前（約1時間前）にメールでお知らせ致します。
② メールが届きましたら、不要不急の電気のご使用を抑制いただくなど、
　 節電へのご協力をお願い致します。

）。すましい願おを電節ので囲範いなの理無、てけつを気にどな症中熱るよにぎすえ控のンコアエ（ 　

携帯電話版ホームページ⇒ http://kyuden.jp/
パソコン版ホームページ⇒ http://www.kyuden.co.jp

メール配信には、携帯メールアドレスの登録が必要です。

生年月日 昭和50年11月22日  現在36歳

経　　歴

　今夏の電力不足が深刻なことは、マスコミ等を通じて既にご周知のこ

とと思われます。電力不足を補うために、火力発電所のフル稼働や廃止が

決まっている発電所の再稼動、点検の先延ばしなどで対処しているのが

現状です。

　それでも季節柄、暑さは避けられません。電力を多く使うエアコンにつ

いつい手が伸びてしまいます。しかし、皆様一人ひとりのちょっとした努

力の積み重ねで多くの電力が節約できます。“すだれ”や“よしず”などで窓

からの日差しを和らげる。エアコンの設定温度をこまめに調整する。必要

のないコンセントを抜く。

　「自分一人がしなくても」ではなく、皆で少しずつ力を合

わせ、皆の電力を大切に使ってこの夏を乗り超えましょう。

　くれぐれも熱中症には気をつけていただき、無理のない

範囲で節電しましょう。

◎この市政レポートは、市議会各派に交付される政務調査費と後援会費を用いて作成しています。  ◎この印刷物は再生紙を使用しています。
◎重複して送付されたり、宛名変更がある場合は、お手数ですが大久保むが事務所までご一報ください。
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